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中年女性に発症したSolid Cystic Tumorの2例
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学的にSCTの診断であった。

122

中年女性に発症したSolidCysticTumorの２例
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要旨

中年女性に発症したSolidCysticTumor（SCT）の２例を経験した。症例は61歳と56歳の女性で主訴

は特になく、他疾患のスクリーニングの画像診断で牌腫傷を指摘され、精査のうえ手術を行い病理組織

症例１

患者：６１歳，女性。

主訴：特になし。

既往歴：平成11年糖尿病。

現病歴：平成11年近医の人間ドックにて糖尿病を指

摘され，その後fbllowされていたが，１０月に施行した

スクリーニングの腹部CT検査にて膨腫癌を指摘され

精査目的にて11月当科に紹介入院となる。

入院時現症：身長162.8ｃｍ，体重48.6kg・腹部に腫

痛を触知せず，圧痛も認めない。、

入院時血液検査成績：ＨｂＡ１ｃの高値を認める以外
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3８－

Iま特に異常所見を認めなかった。

腹部超音波検査所見：陣尾部に径55×48ｍｍの境界

明瞭な低エコー腫痛を認めた。内部は不均一で隔壁構

造を認め，一部に石灰化も認めた。

腹部CT検査所見（図ｌ）:陣体尾部に径50ｍｍの境界

明瞭な腫癌を認め，内部は不均一で造影効果に乏しい

lowdensityを呈していた。頭側には石灰化を認めた。

腹部MRI検査所見（図２）:膝体尾部に径50mmの異

常信号域を認め，内部は不均一だが境界は明瞭であっ

た。Ｔｌ強調像では等信号と高信号が混在，Ｔ２強調

像では不均一な高信号，Ｇｄ造影では腫傷が造影効果

を認めた。Ｔｌ強調像での高信号は粘性の高い成分や

はじめに

陣のSolidCysticTumor（SCT）は若年女性に好発

し，比較的予後良好な腫傷として知られている。また

自覚症状に乏しく偶発的に発見されることが多いな

ど，特異的な臨床像を示す。今回，中年女性に発症し

たSCTの２例を経験したので，画像所見と病理組織所

見，ならびに一般的なSCTの臨床病理学的特徴，生物

学的悪性度などについて報告する。
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症例１の腹部CT所見

臓体部に境界明瞭で内部不均一な腫癌を

認める
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